
川久保矯(0:};;I一五清勝{ると スキLJYM連なる

上田菅平インターへの玄関口
国道 144号、真田町との境に架かる川久保橋。

最初にこの橋が架けられたのは明治34年、上州街道(現国道 144号)改修時

のこと。初代の川久保橋は、現在の位置より約30m上流に木橋として架けられた。

当時としてはりっぱな橋であり、この路線が開通したことによって東北方面の交

通は一変し、街道は馬や車や道行く人で栄えた。その後、川久保橋は、昭和13年

にコンクリート橋として現在の橋のすぐ上流に架け替えられたが、昭和58年、交

通量の増加に伴い再び架け替えが行われ、現在に至る。

現在、国道 144号は、朝夕を中心に交通の増加が著しし 1。上信越自動車道上

田菅平インターの開設に伴い、更に交通量が増加傾向にある。そんな中、昨年12

月には、伊勢山と大久保入り口を結ぶ 「県単ふるさと農道(伊勢山地区)Jが全

線開通。また、国道 144号の、インタ一入り口付近から川久保橋までの約 2km

の区間については、現国道の東側に、幅25m、 4車線のバイパスを建設する計画

になっている。

このバイパスの整備により、真田町、更に群馬県などとの交流が、いっそう促

進する。

[参考文献…『神科村誌J(神科村誌刊行会)J

国道 144号

dd 川久保橋(伊勢山・真田町下康)神JII... 
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維持補修費ほか5億5，500万円(1.0%)

貸付金24億450万円(4.7%)
主な市債内訳

繰出金24億4，008万円(4.8%) 普通建設事業費
215億

まちづくり特別対策事業債 22億2，680万円 扶助費36億3，869万円(7.1%) 6，401万円
臨時地方道整備事業債 16億5，920万円

補助費等41億3，910万円(8.1%) (42.3%) 
義務教育施設整備事業債 8億9，830万円
公園事業債 7億8，030万円 物件費45億8，516万円(9.0%)

減税補てん債 7億4，680万円 公債費49億7，691万円(9.7%)
ふるさとづくり事業債 7億3，170万円

人件費67億9，761万円(13.3%)

地方交付税 52億5，737万円(10.2%)

国庫支出金 42億6，655万円(8.3%)

日(月).--..-同 7日(木)に市議会決算特別委員会

で認定されました。

市たばこ税 7億4，500万円

商工費 消防費

議会費 3億5，600万円(0.7%)
総務費 36億5，759万円(7.2%)

民生費 81億7，706万円(16.0%)
衛生費

24億3，939万円(4.8%)

労働費

2億9，824万円
(0.6%) 

農林

水産業費

32億
1，737万円
(6.3%) 

商工費

33億
5，898万円
(6.6%) 

10億1，467万円(2.0%)

教育費

公債費 49億7，691万円(9.7%)
災害復旧費 5，233万円(0.1%)

災害復旧費
商業振興助成……ー…………・7，472万円 消火栓・防火貯水槽の新設・・….3，206万円 農地災害復旧事業………一....3，885万円

工業振興助成……・一一……….8，836万円 第12分団詰所新築工事…………5，317万円 公共土木施設災害復旧事業一…・1，349万円

商工団体助成…・・…一一………2，914万円 小型動力ポンプ軽積載車等購入…1，198万円

民主12Eiji--!;;;;!?11l教育費 |・教育用コンビュータ整備運営事業

土木費
常田新橋架橋事業・...........25億1，494万円

交通安全施設整備事業……...4億967万円
市道新設改良事業・...........23億4，989万円

街路整備事業……………16億6，349万円
都市公園整備事業・...........11億1，217万円

市街地再開発事業…………2億8，365万円

市営内堀団地建替事業……1億6，908万円

第一中学校移転改築事業…34億7，790万円

教育用コンピュータ整備運営事業…1億142万円
市内遺跡発掘調査・………..1億2，180万円

文化振興事業……・…………・・1，342万円

市誌編さん事業…一………….3，826万円

図書館情報システム化事業……2，074万円

マレットゴルフ場の整備
(中之条市民緑地) ・………..1，848万円

国道143号日本たばこ産業入口

信号から上田駅温泉口に至る南天

神町常回線(1期)が完成し、温

泉口へのアクセスが向上しました。

上田交通別所線を高架化にするこ

とにより、踏切がなくなリ交通の

流れがスムーズになリました。

道路延長:410m、幅員16m

(車道 9m、両側歩道3.5mx 2) 

-
街
路
整
備
事
業

[
南
天
神
町
常
回
線

(t期
)
]

コンビュータ教育を積極的に推進

するために、小中学校へのコンビュー

タ整備を進めています。平成11年度

末には、小学校 2人に 1台 (22台)、

中学校 1人に 1台 (42台)の整備が

完了することになリます。また、す

べての学校がインターネットを活用

するための学習環境の整備も行いま

した。
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ヰヌ 入 支 出 q:R 入 支 出
収

企業名 (予算額) (予算額)
資

企 業 名 (予算額) (予算額)

益
ー ー..ー-・.. ‘・・・・ー....._.‘ー‘-ー...

本
4・ーー・..ーー・・ ・・ ー・・・・・・・ E ・ー司..-_--・ ・ ・・・・ーーー

(決算額) (決算額) (決算額) (決算額)

的
産院事業

2億9，924万円 2億9，924万円 的
産院事業

0万円 700万円
司..._-・ F・『・...・・・ 4・+ー------ ー ・・・h・』 ・・・p・ー・・ ・・・ー ・..._----ー

収 2億4，897万円 2億7，063万円 q:R 0万円 607万円

支 水道事業
20億2，542万円 22億2，424万円

支 水道事業
22億7，363万円 29億6，727万円

ー・・4・・・ー・・・ ー・-------・. ・_...・ーー ・・・・ ・ ー ー・・ー『・ 4・ -------------------_-・-_--

20億5，033万円 20億6，269万円 13億3，839万円 19億 290万円

水道事業のあらまし
給水人口(戸数) 101，296人(37，903戸)

年 間配水量 1，506万5，018rrf

建設改良事業 14億5，187万円

産院事業のあらまし
入院患者数 4，755人 (延べ)

外来患者数 10，860人 (延べ)
新生児数 411人

『平成10年度決算』は、昨年10月4

において審議され、12月市議会定例会

事 業 名
i央; 算 客頁

各 事 業 の あ り ま し
歳 入 歳 出

土地取得事業 2億4，125万円 2億3，972万円 -土地取得状況 5件 (4，143.95m2、1億4，870万円)

塩田有線放送電話事業 8，642万円 7，922万円 -加入戸数 2，652戸

地域振興券交付事業 5億3，013万円 1億9，240万円 .年度末交付済者数 31，049人 ・年度末換金済額 1億6，227万円 (26.1%)

同和地区住宅
1億8，150万円 1億8，026万円 -貸付状況住宅改修資金 1件 (200万円)

新築資金等貸付事業

父通災害共済事業 5，556万円 4，481万円 -加入者数 103，051人・見舞金支給状況 2，935万円 (402件)

福祉事業センタ一事業 8，294万円 8，260万円 -延べ利用者数 11，844人・作業工賃 3，978万円

国民健康保険事業 65億7，526万円 63億5，839万円 -被保保険給険者付数 37，865人 (19，577世帯)
- 状況 38億9，178万円 (保険者負担)

老人保健事業 105億6，882万円 105億6，879万円 .医療療受費給給者数 16，777人
-医 付状況 105億1.268万円 (老人医療負担分)

市街地再開発事業 20億607万円 20億426万円 -市街地再開発事業費 19億2，959万円

駐車場事業 1億715万円 1億699万円 -駐車場延べ利用台数 171，549台 ・使用料 1億691万円(駐輪場使用料を含む)

-処理区域人口((南3423部，02%1処4)人理/別(区普所は及温整率泉備35処面4理%積)区) ・処理区域戸数 17，071戸(普及率39.0
公共下水道事業

%)・処理面積 上田処理区...1，348.3ha (74.5%) /南部
99億6，997万円 99億3，739万円 処理区一-1909ha --673ha(990%)，3/4中8.塩田処理区"'36.8

ha (37.6%) 

地-区区1，5農区B7B業万50集億6円17落2億万/，豊1排8円3165殿水/万9処南1施円方理部設/円場地浦建/機里区設山能地事田強区業地2化億区古E6(下3億安01組26曽億万，5地・20円0仁4区万/万古富円円田士/4/小室山・億岡泉地賀5t)地1地区13区区万64円4日億33/目保万億億2，5野円7101，日29舞6万662白万万円地/円円八区// 木沢3億地農業集落排水事業 44億2，965万円 43億5，028万円 林之郷
殿城地

総務費
マルチメディア情報センタ-

管理運営事業………………1億5，244万円

よ田地域広域連合

まちづくり研究基金出資金 ……700万円

上田市ふれあい福祉センタ-

浦里保育園建設事業…一….3億1，549万円
建設事業 ………・……………..428万円

身体障害者入浴サービス事業…2，753万円
老人ホームヘルパ一派遣事業 1億606万円

寝たきリ老人入浴サービス事業 4，027万円
緊急通報装置設置事業・...........1，222万円

介護保険事業準備事業・...........2，444万円
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衛生費
人間ド ック検査費用補助金 …."1，515万円

合併処理浄化槽等

設置整備助成事業 ……………1，112万円

ごみ減量、再資源化

対策事業・……………ー…1億4，269万円

緊急情報

ネットワークシステム事業 ......996万円

マルチメディア

在宅介護支援モデル事業.........1，961万円

労働費
勤労者住宅建設資金融資預託金・・・・・・1億円
勤労者生活資金融資預託金……4，000万円

勤労者退職金共済掛金補助金…1，744万円

施設の老朽化と園児減少のた

め、旧浦里保育園と旧白銀保育

園を統合し、両園の中間地に新

しい「浦里保育園」を建設しま

した。

所在地 :仁古田171番地、敷地

J 面積 :5，170m2、建築面積

784.17 n子、 鉄骨造平屋建て

農林水産業費
松く い虫防除対策事業 ・・….3億4，616万円

環境保全型農業総合推進事業…2，036万円
地域連携確立農業構造改善事業(上田市農

産物総合集荷施設建設事業) …1，861万円

ふるさと農道緊急整備事業

(川西地区)………………1億5，848万円
塩田西農村公園整備事業 ...1億8，349万円
林業構造改善事業

(上小森林センタ-建設事業)…↑，019万円
東山ふるさとの森整備事業・・・5億3，233万円
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す
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れ
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ぼ
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保
険
税
を
払
う
の
は
な
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も
よ
い
)
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t
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内
に
市
役
所
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
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加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
届
け
出

時
点
か
ら
で
は
な
く
、
本
来
加
入
す
べ
き
資
格
発

生
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
よ

う
に
な
り
ま
す
(
最
高
3
年
間
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
)
。

ま
た
、
ほ
か
の
医
療
保
険
に
加
入
し
た
時
な
ど
の

届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
税
を
二
重
に
支
払
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

一!

一

国
民
健
康
保
険
税
と
は
、
ど
の
よ
う
な

一

Q
4
一

司
ド
じ
税
金
で
す
か
?

一
h

一

上
田
市
が
負
担
す
る
医
療
費
の
必
要
額

「
川
じ
を
確
保
す
る
た
め
、
国
保
の
加
入
世
帯
の

世
帯
主
に
国
保
税
を
課
税
し
て
い
ま
す
。
保
険
税

は
、
そ
の
年
に
予
想
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、
私
た

ち
が
病
院
で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
固
な
ど
の
補

助
金
を
差
し
引
い
た
も
の
が
保
険
税
の
総
額
で
す
。

こんなときには届け出を必ずしてください

国保への届け出が必要です。

ー
国民健康保険

(自営業・農業・パート・アル

バイト・退職などでほかの医療

保険に加入していないかた)

H哉宗主
政府管掌保険・健康保険組合等

(会社員などが加入)

退職者医療制度

厚生年金・共済年金を

受けているかたで、加入

期間が20年以上、若しく

は40歳以降10年以上ある

かたで老人保健の適用を

受けていないかた

継続しない

継続期間満了

H載

任意継続
(一定要件を満たせば社会保険

が延長できます)

退H哉車え

扶養に認められる
扶養に認:められる

社会保険などの被扶養者

になる70歳

医療保険+老人保健 (70歳以上のかた・ 65歳以上で一定の障害のあるかた)

70歳

[4J 12.2.16 
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税
を
滞
納
す
る
と
ど
う
な
り
ま
す

一Q
5

一:

「
I
l
l
l』
告

M

「
十
」
特
別
な
事
情
が
な
く
、
長
期
間
滞
納
し
、

日
目
督
促
や
納
付
相
談
に
応
じ
な
い
と
き
は
次

の
よ
う
な
処
分
を
受
け
ま
す
。

①
保
険
給
付
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

②
財
産
の
差
し
押
さ
え
を
受
け
ま
す
。

③
②
の
結
果
と
し
て
、
社
会
的
地
位
や
信
用
を

失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
ロ
年
度
か
ら
、
法
改
正
に
よ
り
滞
納
者
へ

の
対
応
が
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
の
で
、
じ
ゅ

う
ぶ
ん
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

今年の 4月 1日から介護保険制度がはじまります。

これに伴い、 40~64歳のかたは、加入する医療保険で介護
保険料を支払うY守台ぢγ主?。

国民健康保険加入者のみなさんは、いままでの医療分保険

料とあわせて、国保税として7月の納期から納めていただく

こととなりますD

詳しくは、 7月ごろの「広報うえだ」でお知らせします。

圃目【Eヨle理2E量

闘繭陸軍

平
成
ロ
年
度
か
ら
の

国
保
税

65歳以上のかた

円
-
」
国
保
に
は
、
ど
の
よ
う
な
給
付
が
あ
り

円
い
」
ま
す
か
。

「パ

l
-
国
保
加
入
者
に
は
、
次
の
給
付
が
受
け

h
じ
ら
れ
ま
す
。

①
医
療
費
の

7
割

(
8
割
)
を
給
付

②
高
額
療
養
費
の
支
給

1
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
一
定

額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
す
る
と
超
え
た
分

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

③
療
養
費
の
支
給

医
師
が
必
要
を
認
め
、
コ
ル
セ
ッ
ト
や
サ

ポ
1
タ
ー
な
ど
の
補
装
具
代
が
か
か
っ
た
と

き
ゃ
、
医
師
の
指
示
で
、
は
り
、
灸
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き
な
ど
は
、

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
が
、

申
請
に
よ
り
国
保
が
審
査
し
、
後
で

7
割

(
8
割
)
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
出
産
育
児
一
時
金

被
保
険
者
が
出
産
し
た
と
き
、
出
産
育
児

一
時
金
初
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
葬
祭
費

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ
の
か
た

の
葬
祭
を
行
う
か
た
に
対
し
、
葬
祭
費
5
万

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
(
)
内
は
退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者

40歳--64歳のかた

口座振替
通帳の届け出印、通帳、

保険証を持って金融機

関ヘ(または市役所 ・

各支所ヘ)

40歳未満のかた

便利!確実!

医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

医
療
費
の
増
加
に
対
し
て
は
、
保
険
税
な
ど
を

増
や
し
て
財
源
を
確
保
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
医
療
費
は
、
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し

て
と
ら
え
、
有
効
に
使
う
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ

こ
れ
以
上
医
療
費
を

増
や
さ
な
い
た
め
に

①
重
複
受
診
を
し
な
い

ひ
と
つ
の
病
気
で
、
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か

る
こ
と
を
「
重
複
受
診
」
と
い
い
ま
す
。
医
療
機

関
を
変
え
る
た
び
に
検
査
な
ど
を
や
り
直
す
た
め
、

使
わ
れ
な
く
て
も
よ
い
は
ず
の
医
療
費
が
か
か
る

一人あたり医療費の推移

6 10年度8 
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こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

が
ん
や
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
疾

患
は
生
活
習
慣
病
と
言
わ
れ
、
長
年
の
よ
く
な
い

生
活
習
慣
が
重
な
り
発
症
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病

は
、
長
期
療
養
を
必
要
と
し
医
療
費
の
増
加
の
要

因
の
一
つ
で
す
。
生
活
習
慣
の
改
善
で
、
病
気
の

発
症
や
進
行
が
予
防
で
き
ま
す
の
で
検
診
な
ど
を

上
手
に
活
用
し
、
健
康
づ
く
り
に
心
が
け
ま
し
ょ

，
円
ノ

0
③
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

体
調
の
悪
い
と
き
に
は
、
ま
ず
こ
の
先
生
の
と

こ
ろ
へ
と
い
う
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
決
め
て
お

く
と
安
心
で
す
。
医
療
機
関
を
移
る
場
合
、
紹
介

状
を
も
ら
え
ば
①
の
重
複
受
診
の
防
止
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

一退職…・老人 |

12.2.16 
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医療費の年度別推移
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圃

ひと ひと

口と男がいきいきと暮ら世る祉会を
「うえだ女性プランllJの取り組みと新しい計画策定に向けて~~ 

昨年 6月に「男女共同参画社会基本法Jが施行されました。基本法は男女共同参画社会

の実現を21世紀の最重要課題と位置づけ、あらゆる分野での男女共同参画の実現に向けた

取り組みを求めています。

市では、平成 8年に男女共同参両社会の実現をめざす『うえだ女性プラン lljを策定し、

5年間を計画期間とし、現在さまざまな施策を進めています。

そして来年度はliよいよ最終年度にあたります。女性プラン Eの成果を検証しながら、

基本法の趣旨をふまえた新しい男女共同参画社会に向けた計画づくりを進めていきます。

(市民には・・・)

家庭、地域の中にある社会慣習(例えば固定的な役

割分業意識)の見直し、地域活動(自治会・公民館)

への積極的な参画など

(行政には・・・)

男女共同参画に向けた意識啓発の推進、講座、講演

会の開催による学習機会の確保および情報の提供、男

女平等教育の推進など

「うえだ女性フランIIJの取り組み

「うえだ女性プラン IIJは、平成 3年に策定された

第一次女性行動計画の趣旨をもとに、女性を取り巻く

環境が変化しているなか、男女がともに認め合い、あ

らゆる分野の活動に参画し、責任を分かち合える社会

づくり【男女共同参画社会の形成】をめざすものです0

・プランが私たちに求めているもの・..

男女共同参画社会の形成に向けて、市民と行政が力

をあわせ具体的な取り組みをしていくことを求めてい

ますO

女性問題に関する意識啓発
の推進

男女平等教育の推進

政策・方針決定の場への参画

地域社会活動への参画

働く場の環境整備

国際交流の推進

福祉の充実

健康の増進

〈うえだ女性フランHの柱〉

計画推進のために

男女共同参画の基盤

づくり

男女共同参画の条件

整備としての福祉の

充実と健康の増進

男女平等ヘ向けての

意識づくり
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

平
成
日
年
度
の取

り
組
み
状
況

市
で
は
、
「
女
性
プ
ラ
ン

H
」
推
進
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

女
性
議
会
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

s男
女
平
等
ヘ
向
け
て
の
意
識
づ
く
り

s

-
女
性
問
題
に
関
す
る
意
識
啓
発
の
推
進

社
会
習
慣
の
見
直
し
ゃ
役
割
分
業
意
識
の
是

正
を
め
ざ
し
て
事
業
を
推
進
し
ま
し
た
。

ひ

と

ひ

と

①
広
報
に
よ
る
啓
発
活
動
・
:
「
女
と
男
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
」
を
テ

l
マ
に
、
市

民
の
声
を
取
り
上
げ
掲
載

②
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
す
地
域
セ
ミ

ナ
l

(
出
前
講
座
)
の
開
催
・
:
公
民
館
(
分

館
)
活
動
等
で
現
在
ま
で
に

8
回
開
催

③
mm
う
え
だ
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
:
・
「
ベ

ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
を
め
ざ
し
て
」
を
テ

l
マ

に
開
催
、
約
3
5
0
人
が
参
加

④
女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
・
:
長
野
県
女

性
問
題
県
民
会
議
と
と
も
に
「
女
と
男
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
、
県
下
か

ら
約
1
0
0
0
人
が
参
加

⑤
女
性
い
き
い
き
講
座
の
開
催
・
・
・
平
成
3
年
よ

り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
「
新
し
い
自

分
発
見
の
た
め
に
」
を
テ

I
マ
に
同
人
が
受
講

⑥
女
性
議
会
の
開
催
・
・
・
市
制
施
行
別
周
年
記
念

事
業
と
し
て
模
擬
議
会
を
開
催

⑦
各
公
民
館
に
お
け
る
女
性
学
級
、
井
戸
端
講

座
の
開
催
:
・
女
性
問
題
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
内
容
を
盛
り
込
み
開
催

-
男
女
平
等
教
育
の
推
進

家
庭
、
学
校
、
地
域
で
男
女
平
等
教
育
の
理

解
を
深
め
る
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
各
公
民
館
で
の
育
児
教
育
、
親
子
ふ
れ
あ
い

広
場
等
の
開
催

②
各
学
校
で
、
全
教
科
を
通
じ
て
の
人
権
教
育

の
推
進

③
青
少
年
育
成
自
治
会
懇
談
会
の
開
催
・
・
・
青
少

年
育
成
推
進
指
導
員
を
中
心
に
、
各
自
治
会

単
位
で
開
催

[6 ] 12.2.16 

自
ら
の
力
を
つ
け
る
た
め
の
各
種
講
習

会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

s男
女
共
同
参
画
の
基
盤
づ
く
り

s

圃
政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
参
画

審
議
会
等
へ
の
女
性
の
登
用
・
:
各
種
審
議
会

の
委
員
改
選
期
に
女
性
の
登
用
を
進
め
て
い
ま

す。



-
地
域
社
会
活
動
へ
の
参
画

女
性
の
学
習
活
動
、
自
主
活
動
の
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

①
保
健
補
導
員
O

B
会
や
食
生
活
改
善
推
進
委

員
の
育
成

②
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
入
門
講
座
等
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
た
講
座
の
開
催

-
働
く
場
の
環
境
整
備

女
性
の
働
き
や
す
い
環
境
。
つ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

①
ホ

l
ム
ヘ
ル
。
ハ

l
養
成
研
修
等
各
種
講
習
会

の
開
催

②
働
く
場
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
合
う

労
政
懇
談
会
を
開
催

③
女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
(
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
テ
l

ジ
講
座
)
の
開
催

・
国
際
交
流
の
推
進

国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
や
国
際
交
流
を

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

①
海
外
派
遣
研
修
・
・
・
制
国
際
婦
人
教
育
振
興
会

主
催
の
「
婦
人
教
育
者
海
外
派
遣
(
カ
ナ
ダ

班
)
」
に
、
市
か
ら

1
人
参
加

②
国
際
交
流
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

女
性
や
育
児
に
関
す
る
相
談
事
業
や
健

康
講
座
を
開
催

s男
女
共
同
参
画
の
条
件
整
備
と
し
て
の

社
会
の
充
実
と
健
康
の
増
進

s

-
福
祉
の
充
実

母
子
家
庭
等
、
援
助
を
必
要
と
す
る
女
性
の

援
助
や
地
域
福
祉
の
活
動
等
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
女
性
相
談
、
児
童
相
談
等
各
種
相
談
事
業
を

実
施

②
公
民
館
で
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
人
川

護
技
術
等
各
種
講
座
の
開
催

・
健
康
の
増
進

健
康
の
保
持
増
進
、
母
性
保
健
の
充
実
を
進

め
て
い
ま
す
。

①
ミ
ニ
健
康
講
座
の
開
催

②
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
講
座

等
の
開
催

③
母
親
学
級
の
開
催
と
、

加
の
呼
び
か
け

学
級
へ
の
父
親
の
参

プ
ラ
ン
推
進
の
た
め
の
委
員
会
を
開
催

s計
画
推
進
の
た
め
に

s

-
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

学
識
経
験
者
、
一
般
公
募
等
か
ら
な
り
、
プ

ラ
ン
推
進
に
つ
い
て
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す。-
庁
内
女
性
行
政
推
進
会
議

女
性
行
政
推
進
に
あ
た
り
、
全
庁
的
に
計
画

を
進
め
て
い
ま
す
。

-
上
越
市
姉
妹
都
市
女
性
サ
ミ
ッ
ト

9
月
お
日
出
・
岡
山
ω
日
目
に
上
越
市
の
姉
妹

都
市
の
女
性
た
ち
が
参
加
し
、
情
報
交
換
、
情

報
発
信
を
し
ま
し
た
。
市
か
ら
は
凶
名
が
参
加

V女性いきいき講座

市
民
の
声
か
ら
・
・
・

基
本
法
は
で
き
た
け
れ
ど

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施

行
さ
れ
、
大
き
な
壁
が
取
り
払
わ
れ

た
感
じ
が
し
て
目
の
前
が
明
る
く
な

っ
た
よ
う
に
思
え
る
。

し
か
し
、
問
題
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
る
。

男
女
差
別
の
根
幹
は
、
女
性
が
産

む
性
で
あ
る
が
ゆ
え
に
子
を
産
み
育

て
る
と
い
う
責
任
の
大
部
分
を
負
わ

さ
れ
、
さ
ら
に
介
護
ま
で
担
っ
て
き

た
こ
と
だ
と
思
う
。

そ
れ
ゆ
え
、
女
性
は
企
業
社
会
で

戦
力
と
な
る
こ
ろ
に
結
婚
、
出
産
の

年
齢
を
迎
え
る
の
で
、
企
業
が
採
用

を
控
え
た
り
、
ま
た
賃
金
差
別
も
あ

り
女
性
も
仕
事
か
結
婚
か
で
迷
い
、

心
な
ら
ず
仕
事
を
捨
て
て
き
た
人
が

た
く
さ
ん
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

現
在
も
育
児
、
介
護
の
た
め
に
職

場
を
去
る
女
性
が
数
知
れ
な
い
。
将

来
を
背
負
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

の
は
社
会
の
責
任
で
は
な
か
ろ
う
か
。

あ
る
新
聞
の
投
書
欄
に
、
就
職
試

験
を
受
け
た
が
、
後
日
採
用
者
を
み

る
と
一
人
の
女
性
も
な
く
、
基
本
法

を
み
た
と
き
む
な
し
い
思
い
を
し
た

と
い
う
女
子
大
生
の
言
葉
が
載
っ
て

い
た
。こ

の
矛
盾
を
取
り
払
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
。

企間
画い
課合
女わ
性せ
政
策
担
当

面
⑫ 

ふ
だ
ん
の
言
葉
の
中
に

「
父
兄
」
と
い
う
言
葉
、
ま
だ
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
使
わ
れ
て
い
る
ん
で

す
ね
。あ

る
学
校
の
運
動
会
で
、
教
頭
先

生
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
そ
し
て
な

ん
と
生
徒
代
表
の
言
葉
の
中
に
も
使

わ
れ
て
い
る
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。毎

日
な
に
げ
な
く
使
っ
て
い
る
言

葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
は

両
親
、
基
本
的
に
は
父
母
の
も
と
で

育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
明
治

民
法
に
み
ら
れ
る
「
女
は
三
界
に
し

て
家
な
し
」
、
家
父
長
制
度
の
考
え

方
が
今
だ
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

P
T
A
の
日
ご
ろ
の
活
動
、
授
業

参
観
な
ど
み
る
と
、
実
質
的
に
母
親

(
女
性
)
が
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
。

『

P
T
A
の
会
長
は
父
親
(
男
性
)
』

と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
け
ど
、
こ
れ

も
「
会
長
H
男
性
」
と
い
う
意
識
が

あ
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

幻
世
紀
に
む
け
て
、
男
女
の
固
定

観
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
日
ご

ろかヨらり
音

力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す

O

12.2.16 [7 ] 
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• '司:_: ti孟3日茸恒;mM[;言宇品尋

53ふ5222獄?とう『うえだ音楽フェスティパル』
じ〉とき 3月19日(日)午前 9時30分~午後 4時30分[>ところ 市民会館じ>内容①オープ

二ング ②第 1部『子どものど自慢j](小・中学生30組) ③第 2部『ミ ュージシャン大集合j](市

内在住・在勤・在学のかた10組) ④第 3部WH20といっしょに歌おうj](市内在住・在勤・在学の

かた10組) ⑤アトラクション(団体等代表・経営者など15組) ⑥第 4部『自治会・職場・グルー

プ、スポーツ・文化・福祉団体対抗のど自慢j](市内在住・在勤・在学のかた50組) ⑦応援部門(ス

テージ・客席でのパックコーラス、踊りなどの応援も審査対象) ③表彰式 [>参加・入場

無料 じ〉申し込み 3月3日(創必着で、往復はがきに、住所、氏名(ふりがな)、年齢、電話番

号、出場を希望する部、所属、曲目、応援の内容を明記し、市制施行80周年記念事業事務局

(固③ 51 1 2・干 38 6 -8 6 0 1上田市大手 1-11 -16)へO 申し込み多数の場合、抽選

僅

富
、
F
4

。
z 

‘ c 

催し「
消
費
生
活
講
座
」
を
開
催

環
境
問
題
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

日
々
、
な
に
げ
な
く
と
っ
て
い
る

食
品
も
自
然
環
境
と
大
き
く
か
か
わ
っ

て
お
り
、
今
日
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
お
り
、
身
の
回
り
の
環
境

問
題
を
考
え
る
良
い
機
会
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

マ
と
き

3
月
4
日
出
午
後
2
時

j

3
時

ω分
マ

と

こ

ろ

中

央

公

民
館
3
階
大
会
議
室
マ
演
題
食

品
の
安
全
と
自
然
環
境
マ
講
師

科
学
ア
ナ
リ
ス
ト
・
川
口
啓
明
さ
ん

上
回
創
造
館

3
月
の
催
し

上
田
創
造
館
(
固
⑫
1
1
1
1
)

-
上
田
・
小
県
絵
手
紙
展

マ
と
き

3
月
4
日
出
1
同
ロ
日

目
午
前
9
時
1
午
後
5
時

マ

入

場 市役所代表電話

回22・4100
国25・4100

問。
3惨料

無

料

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
卜
合
同
作
品

展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
5
日
間

i
同
ロ
日
間

午
前
9
時
i
午
後
4
時
初
分
(
最
終

日
は
午
後
4
時
ま
で
)

-
道
祖
神
ま
つ
り
展
[
真
田
町
戸
沢

の
道
祖
神
]
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
日
日
働
i
同
初
日
開

午
前
9
時
j
午
後
5
時

-
戸
沢
の
ね
じ
(
も
ち
)
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
(
参
加
無
料
)

道
祖
神
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
道

祖
神
に
お
供
え
す
る
ね
じ
(
も
ち
)

づ
く
り
の
体
験
を
し
ま
す
。
親
子
で

の
参
加
大
歓
迎
。

マ
と
き

3
月
ロ
日
間
午
前
日
時
i

正
午
・
午
後
2
時

1
3時

・
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

3
月
日
日
と
同
お
日
は
上
小
地
域
、

小
・
中
学
生
と
、
同
伴
の
保
護
者
の

か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
体

育
館
、
視
聴
覚
室
(
午
前
日
時
j
午

後
4
時
)
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

-
パ
ソ
コ
ン
教
室

創
造
館
で
は
各
種
パ
ソ
コ
ン
教
室

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
内
容
、
日
程

等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

火災原因順位

順位 1位 2位 3位

7年 たき火 放火火・ 焼却炉
放の疑い

8年 たさ火 放火火・ 火遊び
放 の 疑 い

9年 たき火
放火・ガス

焼却炉
コンロ等

10年 たき火
放火・ガス 電気
コンロ等 コード等

11年 たき火
ガスコンロ ふろ
の消し忘れ かまど

20 

10 

0 
7年 B年

[8 ] 

9年 10年 11年

.3月の粗大ごみ回収日

3月18日(む…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。 12.2.16 



市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
電
話

加
入
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。
通
常

よ
り
安
く
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
凶
日
術
午
前
日
時

(
)
マ
と
こ
ろ
市
役
所
南
庁
舎

5

募集
毛っと上寺LZ~!- ガも喝をb心人4・書聖書E
I~リコニど?=メも市川是心ム ム・司泰調書 電

話
加
入
権
を
公
売

希
望
者
は
ど
う
ぞ

収
税
課
(
固
⑫
5
1
1
7
)

階
第

3
会

議

室

マ

方

法

競

争

入

札

マ

本

数

当

日

決

定

(

通

常

3

1
4
本

)

マ

注

意

事

項

代

理

人

が
参
加
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
自
筆

の
代
理
人
選
任
届
書
と
代
理
人
の
印

鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

青
空
の
下
、
緑
の
大
地
で

農
業
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

上
田
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

(
農
林
課
内
・
固
⑫
5
1
2
2
)

上
回
東
地
区
営
農
活
性
化
委
員
会

(
J
A
信
州
う

え
だ
上
田
東
地
区
セ
ン
タ
ー
内
・
固
⑫
0
7
4
0
)

上
田
市
は
田
園
都
市
型
農
村
と
し

て
、
農
業
を
さ
れ
て
い
な
い
か
た
も

日
常
的
に
農
業
・
農
村
と
接
触
で
き

今回は、「マンガ担当」と「パソコン担当」の 2人がぺ

アとなって、共同作業により一つのデジタルアニメーショ

ンを作り、インターネットで全国に発信します。

1>とき 3月24日(金)・ 25日(士)・ 26日(日)の 3日閉じ〉とこ

ろ メディアランドUEDA 1>講師里中満智子さん(学

長)、日野日出志さん、中山星香さんほか じ〉募集対象

①マンガ担当...マンガやアニメーションに興味があるかた

②パソコン担当...コンビュータやプログラムに興味があ

るかた(いずれも小学校高学年~高校生。 16組32名) 1> 

参加費用 一人 5000円(3日間の昼食含む。交通費、

宿泊費等は除く) 1>応募個人または①と②のペアで、

官製はがきに、希望する担当(①希望者は84の用紙に

「あなたの好きな絵」を一枚描いて提出。画材は自由。②

希望者はパソコン経験年数、今後パソコンでやってみたい

ことも記入)、氏名、年齢、住所、電話番号、学校名、学

年、抱負、保護者の氏名(印)を明記し、 3月10日(金)(必

着)までにメディアランドUEDA(干 386-1211上

田市下之郷 81 2 -1・固⑮ 10 0 0)へ

る
す
ば
ら
し
い
ま
ち
で
す
。

近
年
は
農
家
の
高
齢
化
や
兼
業
化

が
進
み
、
特
に
手
作
業
の
多
い
果
樹

地
帯
で
は
、
人
手
不
足
に
悩
ん
で
い

ま
す
。

上
田
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
、
農
業
の
お
手
伝
い
さ
ん
を
探

し
て
い
ま
す
。

主
に
神
科
、
豊
里
、
上
田
地
域
の

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
等
の
果
樹
作
業
、

例
え
ば
、
受
粉
、
摘
花
、
収
穫
等
の

作
業
が
中
心
に
な
り
ま
す
。

実
施
時
期
は
、

4
月
か
ら
予
定
し

て
い
ま
す
。

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
鮒
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
長

野
県
第
5
団
様
/
現
金
1
万
5
0

0
0
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
制
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
長

野
県
第
釘
団
様
/
現
金
1
万
5
0

0
0
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
妙
光
寺
寒
修
行
の
会
様
/
現
金
3

万
円
/
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て

マ
第
1
中
学
校
同
窓
会
様
/
"
フ
ラ
イ

卜
ヒ
ー
タ
ー
1
台
/
体
育
館
用
に

農
業
に
関
心
の
あ
る
か
た
、
お
い

し
い
空
気
の
下
で
農
作
業
を
し
て
み

た
い
か
た
、
個
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅

補
充
入
居
者
を
募
集

景
観
建
築
課
市
営
住
宅
係
(
固
⑧
5
4
3
0
)

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
ご
希
望
の
か
た
は
景
観
建
築
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
募
集
団
地
内
堀
団
地
ほ
か

マ
申
し
込
み

3
月

1
日
j
岡
山
日

に
景
観
建
築
課
市
営
住
宅
係
へ

マ
小
林
俊
幸
様
(
千
葉
県
)
/
車
い

す
1
台
/
高
齢
者
福
祉
の
た
め

マ
小
井
主
昭
二
様
(
下
川
原
柳
町
)

/
文
庫
お
冊
/
北
小
学
校
ヘ

て
ん
こ
く

マ
蒼
文
豪
会
長
岡
京
支
部
様
/
纂
刻

額

2
点
/
日
中
友
好
三
都
市
蒙
刻

交
流
展
の
記
念
と
し
て

マ
東
信
土
建
側
様
・
側
小
幡
建
設
様
・

側
宮
下
組
様
・
柳
屋
建
設
側
様
・

上
野
設
備
側
様
・
渋
沢
電
設
側
様
・

大
屋
設
備
側
様
・
協
栄
電
気
興
業

側
上
田
営
業
所
様
/
旗
ポ
ー
ル
3

本
セ
ッ
ト
/
新
校
舎
し
ゅ
ん
工
に

伴
い
第
1
中
学
校
新
校
舎
へ

マ
川
西
商
工
会
青
年
部
様
/
絵
本
初

冊
/
浦
里
保
育
園
へ

(
平
成
け
年
3
月
引
日
受
付
分
ま
で
)

3月4日(土)…ツルヤ大屋庖、マツヤ川西属、旧社会福祉協議会東側駐車場
3月11日(土)…西友秋和庖、西友三好町庖、 Aコープコア塩田庖
3月18日(土)…マツヤ上田インター庖、やおふく上堀庖
3月25日(土)…ジャスコ上田届、しおだ野ショッビングセンター

-ウィークエンドリサイクル3月の日程
回収時聞は午前10時~正午(時間厳守)。家庭のびん、缶、

古紙、古布が出せます。アルミ缶は、つぶして出しましょう。12.2.16 [9 ] 



• 

今
年
も
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し

た。
期
間
は

2
月
間
山
日
捌
か
ら
3
月
百
日

附
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
告
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
申
告
会
場
は
た
い

へ
ん
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
た
『
市
・

県
民
税
申
告
の
手
引
き
』
を
ご
覧
い
た

『固定資産課税台帳~4 月 3 日から縦覧
税務課(固⑫82 4 0) 

固定資産税・都市計画税のもととなる評価額、

課税標準額をあらかじめ知っていただくため、

固定資産課税台帳の縦覧制度が設けられていま

す。

平成12年度は評価替えの年であり、 4月 1日、

2日が土曜・日曜となることから今年の縦覧期

間は、 4月 3日目)---同24日伺)となります。

詳しくは、『広報うえだJ3月16日号でお知

らせしますので、ご覧ください。
だ
く
か
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

-
お
願
い

保
育
園
に
提
出
す
る
証
明
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
必
ず
申
告
相
談
時
に
担

当
者
ヘ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ

マ
所
得
税
上
田
税
務
署
個
人
課
税

部
門
(
固
の
0
4
3
4
)

マ
市
県
民

税
市
民
会
館
申
告
会
場
[
申
告
期
間

中
]
(
固
⑫

1
4
1
4
)

・
税
務
課

(
固
③
5
1
1
5
)

あ
な
た
も

平
成

η
年
度
計
量
モ
ニ
タ
ー
に

商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

市
で
は
、
商
品
の
目
方
の
実
態
を

把
握
す
る
た
め
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。

マ

任

期

委

嘱

の

日

(
5
月
を
予

定
)

j
平
成
日
年

1
月

白

日

マ

応

募
資
格
①
食
品
関
係
の
販
売
業
を

営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
携
わ
っ
て

い
な
い
か
た

②
昼
間
の
会
議

(
5

月

2
回、

7
月、

1
月
を
予
定
)
に

可
能
な
限
り
出
席
で
き
る
か
た
マ

『個人市県民税』
~医療費控除を受けるには?~
同私はサラリーマンですが、医療費聞は払った

L二三」場合に、申告すると税金が戻ってくると聞いたのです

が?

日自分や家族のためは日医療劃 1年間で-

L二二」定の基準を超えた場合に医療費控除を受けることがで

きます。

一定の基準とは、以下の計算で金額⑮が算出された場合

です。

-E酉DitcMla冨・職
務
内
容
指
定
す
る
期
間
内

(
6

月
お
よ
び
日
月
を
予
定
)
に
購
入
し

た
商
品
の
目
方
を
計
っ
て
報
告
し
て

い

た

だ

き

ま

す

マ

募

集

人

数

ロ

人
(
原
則
と
し
て
、
お
住
ま
い
の
地

区
に
偏
り
な
く
選
考
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
し
ま
す
)
マ
応
募
方
法

3
月

刊
日
幽
ま
で
に
、
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年
齢
、
家
族

構
成
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
商
工

課
(
干

3
8
6
1
8
6
0
1
上
田
市

大
手
1

1

m

)

へ
お
送
り
く
だ

さ
い

その年中に支払った医療費一保険などで補てんされる金額=⑧

⑧一{10万円または総所得金額等の 5%(どちらか少ない金額)}=⑧

ー-
⑧ 

14 ゆ

l1一一金額等の|
5%(どちらか少ない金額) I 

保険などで補てん

される金額

，J
R也
不
.EEU.日
間
引
.
ト
心
配

.q••• 
除
J

a
『

3
…
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
…

・
;
・

M
R位
…
生
活
環
境
課
(
内
線
1
3
9
…

一
因
一
三
~
漣
実

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6
か
月
で

す。
マ
子
ど
も
用
洋
式
便
器
用
補
助
便

座

マ

ベ

ビ

l
布
団
一
式
マ
ベ
ヒ
i

パ
ス
マ
プ
レ
イ
ジ
ム
マ
乳
母
車

マ
ベ
ヒ

l
ク
l
ハ
ン

マ
ベ
ビ
ー

~ その年中に支払った医療費

医療費控除を受けるためには、給与の源泉徴収票、医療費

の領収書、印鑑などを持参して、所得税の確定申告あるいは

市 ・県民税申告をします。この場合、源泉徴収税額があると

きは、ご質問のように所得税の一部が還付されることになり

ます。

なお、市・県民税は還付にはなりませんが、医療費控除を

差し引いて 6月から納めていただく税額を計算します。

.問い合わせ税務課市民税係(固③ 51 1 5) 

ベ
ッ
ド
マ
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
二
槽
式
洗
濯
機
マ
炊
飯
器

(1
・

8
れ

炊

き

)

マ

電

動

ミ

シ

ン

マ

ふ
ろ
が
ま
セ
ッ
ト
マ
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ

ド

マ

食

器

棚

マ
ベ
ビ

l
食
卓
用
い
す
マ
室
外

用
す
べ
り
台
マ
ベ
ヒ

l
ラ
ッ
ク

マ
ビ
デ
オ
プ
リ
ン
タ
ー
マ
電
気
毛

布
・
敷
布
マ
ス
テ
レ
オ
マ
ワ
ー

プ
ロ
マ
自
転
車
マ
原
動
機
付
き

自
転
車
マ
オ
イ
ル
ヒ

ー
タ

ー

マ

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

12.2.16 [ 10 ] 



お知らせ

4期
8期

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(困③ 88 8 8コード:No.27 9) 

納期限2月29日(火)
・固定資産税

(都市計画税)
・国民健康保険税

石
湯
・
大
師
湯
・
大
湯
・
相
染
閣

入
浴
料
金
等
が
変
わ
り
ま
す

別
所
温
泉
財
産
区
(
固
⑩
5
7
5
0
)

今月
の
納税

別
所
温
泉
の
共
同
浴
場
(
石
湯
・

大
師
湯
・
大
湯
・
相
染
閣
)
の
入
浴

料
が
、

4
月
1
日
か
ら

1
人
1
5
0

円
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
洗
髪
代
は

無
料
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
と
と
も

に
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
い
で
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

借
家
契
約
に
新
し
く

「
定
期
借
家
契
約
」
が
加
わ
り
ま
す

長
野
県
宅
地
住
宅
相
談
所

(固
0
2
6
1
2
3
5
1
7
3
4
1
)

3
月
1
日
か
ら
借
地
借
家
制
度
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
正
当
の

事
由
に
よ
る
更
新
拒
絶
・
解
約
制
度

の
あ
る
借
家
契
約
の
ほ
か
、
定
期
借

家
契
約
と
い
う
新
た
な
契
約
の
形
が

加
わ
り
ま
す
。

-
定
期
借
家
契
約
の
ポ
イ
ン
ト

①
契
約
で
定
め
た
期
間
の
満
了
時
に

更
新
さ
れ
る
こ
と
な
く
借
家
契
約

が
確
定
的
に
終
了
し
ま
す
。
た
だ

し、

賃
貸
人
お
よ
び
賃
借
人
双
方

が
合
意
す
れ
ば
、
改
め
て
再
契
約

相談 名 日 時 会場など

3月10日(釦

法 律 中目 告Bさ'~ 13:30""' 15:30 
(予約制) 3月24日(蛍

13:30""' 15:30 受付は…・.

土地建物相談
3月 9日(桐

市役所
生活環境課13:00""'16:00 

市 民 相 談
(本庁舎 1階)

交通事故相談
毎週月~金曜日

⑫ 2 女 '性 相 ~~ 
9 :00""'16:00 

3宅 童 相 談
毎週月~金曜日

(包直福通祉③課2000) 9 :00""'16:00 。
母 子 中目 吾白日tA4と 毎週月~金曜日 。 福祉課

9 :00""'16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
3月 2日(木)

人(H権直同通和③対5策課
13:00""'16:00 393) 

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30""'17:00 (本庁舎 2階)

fラ 政 本目 目炎
3月13日(月)

上回西武10:00""' 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 0:00""' 15:00 

福 祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00""'16 : 00 

社(H会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 中目 日炎 3月18日(土)

(予約制) 10:00""'正午

yr_ 童 相 日炎
毎週土曜日

13 : 30""'15 : 30 

結 婚 本目 談
毎週水曜日

社(H会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00""'15 : 00 
法 f章 中目 日炎 3月15日制

(予約制) 13:30""'15:00 
上(包田⑫商4工5会0議0所) 

保険年金相談
毎週月~金曜日
9 :00""'16:00 

毎週月~金曜日
高齢者職業相談室

高齢者職業相談 (上田(ftパ⑫ートサテライト内)18 :30""'17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
(電話相談) 9 : 00""'16 : 00 

子育部(H保て⑫支育3援園0内セ9相ン6談タ)一
保育・子育て相談 毎週火・木曜日

南 室

L(直接相談) 9 :00""'16:00 

月の相談

を
し
、
引
き
続
き
そ
の
借
家
へ
の

居
住
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
居
住
用
の
建
物
に
限
ら
ず
、
営
業

用
の
建
物
な
ど
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

③
必
ず
契
約
書
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
り
、
賃
貸
人
は
、
契
約
書
と
は

別
書
面
で
期
間
終
了
に
つ
い
て
説

明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
説
明

を
し
な
い
場
合
は
そ
の
契
約
は
契

約
更
新
の
あ
る
「
従
来
型
の
借
家

契
約
」
と
な
り
ま
す
。

④
契
約
期
間
が

1
年
以
上
で
あ
る
場

合
は
、
期
間
の
満
了
の

l
年
前
か

ら
6
か
月
ま
で
の
聞
に
、
賃
貸
人

は
賃
借
入
に
「
期
間
の
満
了
に
よ

り
賃
貸
借
が
終
了
す
る
」
こ
と
を

通
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑤
居
住
用
の
建
物
で
、
そ
の
床
面
積

が
2
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の
に
つ
い
て
は
、
転
勤
、
療
養
、

親
族
の
介
護
そ
の
他
の
や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
賃
借
入
が
建
物

を
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と

き
は
、

1
か
月
前
に
申
し
入
れ
を

行
う
こ
と
に
よ
り
賃
貸
借
の
中
途

解
約
を
で
き
る
こ
と
が
法
律
上
保

証
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑥
居
住
用
の
建
物
で
、

3
月
1
日
以

前
に
借
家
契
約
を
締
結
し
て
い
る

か
た
が
、
そ
の
建
物
を
引
き
続
き

賃
貸
借
す
る
場
合
は
「
定
期
借
家

契
約
」
に
変
更
し
て
契
約
を
結
ぶ

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

⑦
3
月
1
日
以
後
に
借
家
契
約
を
締

結
す
る
場
合
、
賃
貸
人
と
賃
借
入

と
の
話
し
合
い
に
よ
り
「
従
来
型

の
借
家
契
約
」
と
「
定
期
借
家
契

約
」
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
ま

す。
飼
い
犬
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す

ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

生
活
環
境
課
(
固
⑫
5
1
2
0
)

最
近
、
犬
に
か
ま
れ
て
け
が
を
す

る
と
い
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

飼
い
主
の
か
た
は
、
犬
を
散
歩
さ

せ
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
家
に
い
る

と
き
も
人
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

う
し
っ
か
り
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ

v

つノ
O

危
険
で
す
の
で
放
し
飼
い
や
、
散

歩
中
に
綱
を
と
く
の
は
絶
対
に
や
め

土
4

ア
レ
よ
v

つ
。

-
犬
を
飼
う
際
の
注
意

マ
生
ま
れ
て
引
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

生
涯
1
回
の
登
録
と
毎
年
1
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
を
必
ず
受
け
ま

I
U
よ

'つ

マ

「
ふ
ん
」
は
責
任
を
持
っ
て
始
末

ー
レ
土
抗
、
し
ょ
行
ノ

圃
飼
い
犬
が
死
ん
だ
り
、
犬
の
所
在

地
の
変
更
・
所
有
者
の
氏
名
ま
た
は

住
所
を
変
更
し
た
場
合
は
、
忘
れ
ず

に
生
活
環
境
課
窓
口
ま
で
印
鑑
(
死

亡
の
と
き
は
鑑
札
も
)
を
お
持
ち
に

な
り
、
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
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開催

じ〉とき 2月22日伏)午後 3時~

じ〉ところ 上岡市教育委員会 2階会

議室 b演題 I~ì じめを許さない

心を育てるJ [>講師信州大学教

育学部附属教育実践総合センター講

師・今回里佳さん [>問い合わせ

学校教育課固⑫ 5101 

いじめ等対策講演会炭焼き体験祭り開催
薪割り体験・炭造り体験を通じて、自然の豊かさ・自然エネル

ギーの大切さを再発見してみてはいかがですか。事前申し込みの

必要もなく、無料ですので大勢のかたご参加ください。

じ〉とき 2月27日(日)午前10時，....， [>ところ 市民の森へ通じる

道から上信越自動車道陸橋手前を左に入った氷沢地区にある炭焼

き釜の所 bイベン卜内容 薪割り体験・木材切り体験・炭造り

体験・餅っき体験。そのほかとん汁・焼きいも・搾りたて牛乳ほ

かのサービスあり。 じ〉問い合わせ体育課固⑫ 51 0 5 

教育国
際
文
化
交
流
事
業

『
私
の
ス
ケ
ッ
チ
フ
ッ
タ
よ
り
』

生
涯
学
習
課
(
固
⑮
5
1
0
4
)

市
内
中
学
校
で
英
語
指
導
助
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
る

A
E
T
が
、
出

身
国
の
自
然
、
行
事
な
ど
を
簡
単
な

英
語
で
紹
介
し
ま
す
。
全
6
回
の
コ
ー

ス
で
、
楽
し
み
な
が
ら
異
国
の
文
化

を
理
解
し
、
英
会
話
の
基
礎
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

.r私のスケッチフ』ツクより」日程・内容

① 3月21日(火)[""私のこと、私の国の
こと」

② 3月22日(水:)[""山」
③ 3月23日(木:)[""日本の不思議」
④ 3月27日(月)[""イースター・工ッグ」
⑤ 3月28日(火)[""歌」
⑤ 3月29日(水:)[""フリー卜ーキング・

アンド・ティーパー
ティ」

室議

分

会

初
2
時

第

3

館

~

造

時
創

2
日
後

上
午

場
閉

会

時
b

b

 

マ
対
象
中
学
生
以
上
の
か
た

(
親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
)
マ

費

用

資

料

代

等

1
5
0
0
円

マ

実
施
の
方
法
各
教
室
と
も

A
E
T

と
補
助
者
が
つ
き
ま
す
マ
定
員

mω
名

マ

申

し

込

み

官

製

は

が

き

に
、
講
座
名
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、

2
月
初
日
仰
ま
で

に
干

3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天

神

2
1
4
!
日
上
田
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
該
当

者
に
は
別
に
通
知
し
ま
す
。

講師のAET
写真左からケビンさん、ジョセフさん、
シャ口ンさん、アレスターさん

小
中
学
校
の

卒
業
式
、
入
学
式
の
日
程

学
校
教
育
課
(
固
⑮
5
1
0
1
)

市
内
小
中
学
校
の
卒
業
式
、
入
学

式
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

卒

業

式

小

学

校

3
月
同
日
出

中
学
校

3
月
口
日
働

小
学
校

4
月

5
日
制

中
学
校

4
月

4
日

ω

入
学
式

博
物
館
・
信
濃
国
分
寺
資
料
館

協
議
会
委
員
を
公
募

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

マ
応
募
資
格
上
田
市
民
で
、

博
物
館
・
信
濃
国
分
寺
資
料
館
の
運

営
に
知
識
と
関
心
が
あ
る
成
人
者

(
学
生
を
除
く
)
マ
応
募
方
法

社会教育大学
第11期生募集

講師

尾崎行也
さん

平野勝重
さん

日時

歴史学科|午後需拡土日語30分

学科

毎月第 2水曜日
午後 1時30分"-'3時30分文学科

履
歴
書
(
市
販
)
及
び
、
博
物
館
・

信
濃
国
分
寺
資
料
館
の
運
営
に
つ
い

て
の
考
え
方
を
原
稿
用
紙

2
枚

(
8

0
0
字
程
度
)
に
ま
と
め
、

3
月

5

日
目
ま
で
に
博
物
館
へ
提
出
マ
公

募
人
数

2
名

マ

選

考

方

法

書

類
審
査
及
び
面
接

一
上
国
市
育
英
会

一

一
平
成

η年
度
奨
学
生
を
募
集

"

庶
務
課
(
固
⑮
5
1
0
0
)

マ
応
募
資
格
①
平
成
ロ
年

4
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
か
た
、

ま
た
は
平
成
ロ
年

4
月

1
日
現
在
、

高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た

②
平
成
ロ
年

4
月

1
日
現
在
、
市
内

に
6
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
か
た

③
本
会
以
外
の
育
英
会
な
ど
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
マ
申
し

込
み
在
学
し
て
い
る
中
学
校
・
高 マ対象女性マ定員各学科とも30名

マ修業年限 2年マ開講 5月 マ講義

場所市立図書館・中央公民館マ受講料

月額1，500円 マ募集期間 3月 1日か

ら4月10日までマ申込方法官製はがき

に希望学科・郵便番号・住所・氏名・電話

番号を明記し、上田市立図書館(干386-00

14 上田市材木町 1-2 -47)までお送り

くださし iO
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圃22-0 8 8 0 図書館

等
学
校
の
担
任
の
先
生
に
相
談
し
て
、

3
月
口
日
働
ま
で
に
庶
務
課
ヘ
マ

決
定
上
田
市
育
英
会
の
理
事
会
で

奨
学
生
を
決
定
し
ま
す

募
集

マ
対
象
小
学
校
新
1
年
生

1
高

校
生
マ
問
い
合
わ
せ
各
団
連
絡
先

オ
l

一

づ
/
一

Q
U
一

円d
一

つム

↑℃

一

A
，
一
円
。
一

円U

一

円U

一

Q
U

的
一
下
お

一垣
市

一塚

卯

一原

M
一遣
問

酢
一宮
内
μ
二
稲
与

一手
7

ト
一宮
内
と

一
田

Z

1

珪

円

正

一

n
J
L

一

円

正

一

つL

一

つ乙

-各国責任者と連絡先

名称 |団委員長

ボーイスカウ卜|
|丸山

第 5団 l

ボlーイスカウ卜
|柳沢

第13団

ボーイス力ウ卜
|松山十九生

第14団

ガールス力ウ卜 l 一
|笠原世為子

第 5団 |

ガルス力ウ卜 1

i田i量
第25団 l

正

覚

基子



平成12年度体育施設の
使用申し込み受付開始

施 設 蛍付会場・問い合わせ

上田公園肉体育施設・河川敷ク'ランド
固市⑮民0体8育2館3 

染屋台グランド・勤労者体育センター

田市民⑮の森公園
市民の森公園 o 3 6 3 

(3/で1受1付は市し民ま体す育)館

自然運動公園 自然運動公園管理事務所
-総合体育館・多目的グランド・室内多目的運動場 固⑮ 71 9 5 
古戦場公園 古戦固場⑫公園管理事務所
-・県室営内野多球目場的運・動多場目的グランド・テニスコート 069 5 

3月11日(土)午前9時~-沼恒=目色盲
五二三

体育課圃⑧ 51 0 5 

第15岡上岡市少年サッカー大会開催

[>とき 3月19日(日)"-'21日ω bところ 長野大

学グランド・自然運動公園多目的グランド b内容

男子の部、女子の部、 トーナメント戦 b申し込

み 3月 3日(金)までに、参加料を添えて体育課へ

[>責任者会議 3月10日後)午後 7時から勤労者体育

センター 2階会議室

※詳しくは、各地区育成会長さんに開催要項を送付

いたしますのでご覧ください。

※電話での受け付けはできません。

※予約システム登録者は利用者登録証を持参してください。

※予約システムを使った電話、街頭端末、パソコンでの申し

込みは 3月28日伏)から受け付けを開始します。

・申し込み制限の施設

施設 受付可能期間 回数制限

市営野球場
ナイターは6月末までの3か月分 1団体月 3固まで

昼間は11月23日分まで 土・日・祝日は1団体月1固まで

染屋台グランド 11月23日分まで 土・日・祝日は 1団
体月 2固まで

河川敷グランド 大会6要月会綱末等等は日の通ま提年で出の受力付3、必可か要月能で分す(、大) 土・日・ま祝で日は 1固
体月 2回

ナイターは6月末までの3か月分 1団体月 3固まで
県営野球場

昼間は11月23日分まで 土・日・祝日は1団体月1固まで

古戦場公園 多グラ目ン的ド
ナイターは6月末までの3か月分 1団体月 3固まで

昼間は11月30日分まで 土・日・祝日は1団体月3固まで

テニスコート6月末日までの 3か月分 土・日・祝日は 1時団間体) 
室内多目的運動場 6月末日までの 3か月分 月6固まで(1回は2

室運自献内運幸動動目公場園的
土・日・祝ま日は 1固

6月末日までの 3か月分 体2時月間6)回 で(1回は

女性ゴルフ教室(春季)参加者募集

[>とき 4月13日"-'6月22日の木曜日計10回、午

前10時~正午 bところ グリーンヒル神畑 じ>対

象市内在住か在勤の一般女性 b定員 30名 じ>

参加料 3，000円 [>申し込み 2月21日(月)，，-， 3月24

日佳)に参加料を添えて体育課へ

シニアゴルフ教室参加者募集

マとき 4月 5日"-'6月14日の水曜日計10回、午

前10時~正午マところ太郎ゴルフ練習場マ対

象市内在住か在勤の60歳以上の男女マ定員 25

名 マ参加料 5.000円マ申し込み 2月21日(月)，，-，

3月24日後)に参加料を添えて体育課へ

「
こ
ど
も
ま
つ
り
」
実
行
委
員
と

参
加
団
体
を
募
集

生
涯
学
習
課
(
固
⑮
5
1
0
3
)

第
mu
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り
が
、

5
月
5
日
働
に
上
田
城
跡
公
園
一
帯

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
企
画
・
運

営
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
実
行
委

員
と
、
当
日
こ
ど
も
ま
つ
り
の
中
で

文化創唖祭<入場無料>
事巳却も問い合わせ中央公民館固⑫o7 6 0 

会 場 上田市文化センター(中央公民館・文化会館)

展示発表2T議官す;説話ι27;!?::士宮?
一 第4回上岡市民俗芸能祭

2月20日(日)午後 1時
出演 ・上沢太々神楽

.町小泉太々神楽

第16回

EZEZZ圃

楽
し
い
催
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
る
団

体
を
募
集
中
で
す
。
全
て
手
作
り
で

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

マ
申
し
込
み

3
月
末
ご
ろ
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ

ま
た
、
当
日
の
お
手
伝
い
を
し
て

く
だ
さ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
予
定
で
す
(
3
月
の
広
報
)
。

もしも講座公開講座

r/..生き充実とeるた柄。‘発想法』
もしもあなたが生きがいを感じなくなってしまったら…

2月26日(:t)午後 1時30分
定員 470名

7t.忌 謁きり

で十?講師多湖輝さん
;:;? ι (千葉大学名誉教授)

・・・ 幼児教育から高齢者問題まで独自の視点で研
- 究する心理学の大御所。代表的な著書に「頭

多湖輝さん 』・・ の体操」がある。

-岳の組太々神楽
・石神太々神楽

2/19(:土)午後1時30分
吟詠・詩舞発表会

生涯学習市民大学

2/25t金)午後1時30分
民踊のつどい

[ 13 ] 

2/27(日)午前10時
母と子の

リトミック

2/27(日)午後 2時

春風コンサート

12.2.16 



H E A L T H 

| 健康推進課(固@山-

-お出かけください
「母親学級講演会」 ヘ

お産に対する不安を和らげ、安心して丈夫な赤ちゃ

んを産み育てていくためのお手伝いをさせていただく

のが母親学級です。年間 6コース(奇数月に開催)行っ

ています。その一環として、母親学級講演会を行~ ¥ま

すO 予約は不要ですので、直接お出かけください。

じ>とき 3月16日(桐午前10時30分~正午(受け付け

は午前10時""') 1>ところ 上田市保健センタ ー (市

役所南庁舎 2階〉 じ〉対象妊娠中のかた 1>内容

講演「ゆったりかまえて元気でお産J(講師…産婦人

科医師・ 三浦秀輔さん) 1>参加料 無料 1>持ち物

母子健康子I[辰・筆記用具

11 W学童保育』をご利用ください
4月から小学校に入学する子どもさんの放課後の生

活は、心配ありませんか?

「放課後児童健全育成事業J(学童保育)は、昼間

保護者が仕事等により家庭にいない小学校低学年の児

童を対象に、専門の指導員が適切な遊びゃ生活の場を

与えて、児童の健全育成を図るための事業です。

市では次の五つの学童保育の運営委員会に事業を委

託 しています。

入会を希望されるかたは、右上の各学童保育へお問

い合わせください。

じ〉問い合わせ保育課(固⑫ 51 3 2) 

3月の乳幼児健康診査・教室
(固⑫8244).A. 

じ〉受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

l歳6か月児・ 3歳児)…午後 1時，._， 2時 ②2歳児教室…

午後 l時，._， 1時15分[①、②とも午後零時30分以前の受

け付けはできません。] じ〉持ち物 ①乳幼児健康診査…

母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、おむつ、赤ちゃ

ん手帳、歯ブラシ(1歳 6か月児)0 4か月・10か月・ l

歳 6か月児は赤ちゃん手帳の中にある健康診査票に記入

してお持ち くださし ¥0 3歳児は、健康診査票と視聴覚検

査のアンケートをお送り しますので、ご記入のうえ、お

持ちくださ l¥0 また、尿検査の容器もお持ちください。

② 2歳児教室…母子健康手帳、おたずね用紙、歯ブラ

シ、 コップ、おやつ代(実費)、おやつ用は し・スプーン・

フォークなどとお皿

G U D E 

-学童保育名簿

学童保育名 所在地 電話番号

太郎の家 中央北3-2-2 ⑫ 6 2 6 5 

どんぐり 上野2005 -2 ⑮ 680 9 

トットの家 中之条 51 9 -4 ⑮ 8 6 8 6 

バッタの家 上田原727-5 ⑮o 8 6 9 

たんぽぽ 諏訪形 1323-13 ⑧ 901 0 

-お年寄りの「痴ほう」についての相談会
ご家庭で痴ほう性老人の介護の方法等に悩んでいる

かた、お気軽にご相談ください。

1>とき 3月 4日(卦午後 1時30分""'4時30分じ>人

数 3名まで じ〉相談担当 もの忘れ看護相談室「せ

せらぎ」代表・堀内静子さん じ〉問い合わせ 中央デ

イサービスセンター(圃⑫ 4126) 1>テレホンガ

イドうえだ関連情報 固⑧ 88 8 8コード、No.41 3・
414 

-市町村障害者支援事業
福祉機器の展示と講演会
じ>とき 3月12日(日)午前10時~午後 5時 1>ところ

上田市ふれあい福祉センタ ー 2階 b内容 障害者

と高齢者の最新福祉機器の展示説明 と相談会。障害者

スポーツインストラクター・加藤直司さんによる r""'
かも~かもの発想』と題した車いすをスマートに乗り

こなすための講演と指導(午後 1時""') 1>入場料 無

料 い問い合わせ上田地域身体障害者自立生活支援

センター(固⑧ 55 2 2)、上田市社会福祉協議会

(固⑫ 20 2 5)、福祉課(固⑧ 51 3 0) 

-保健センター(市役所南町舎2階)

健康診査 実施日 生年月日

4か月
3月14日 11.10.16'"'-'10.31 
3月23日 11.11.1'"'-'11.15 

10か月
3月2日 11.4.16'"'-' 4 .30 
3月29日 11.5.1'"'-'5.15 

1歳6か月
3月9日 10.8.16'"'-'8.31 
3月22白 10.9.1 '"'-' 9 .15 

3歳
3月10日 9.2.1 '"'-' 2 .15 
3月24日 9 . 2 .16'"'-' 2 .28 

2歳児教室
3月7日 9.12.1 '"'-'12.15 
3月28日 9.12.16'"'-'12.31 

-川商社会福祉センター(塩田・川西地区のかたのみ)

| 4か月 ') r=1170l 11.10.16'"'-'11.15 
3月17日|| 10か月 u n II LJ 11. 4 .16'"'-' 5 .15 

・塩田母子健康センター(塩田・川西地区のかたのみ)

|1歳6か月 3月21日 10.7.16'"'-'9.15 I 

'・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・圃圃・圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・園田聞周

12.2.16 [ 14 ] 



家庭で卵均らみ化εe六吻巳窟τ参しt

小学生がイワナの稚魚を放流
1月23日、小学生とその家族 6組が、イワナの稚魚、を真田町の神川上流に放流しました。

参加者は、上小漁業協同組合のご協力により、昨年11月に譲っ ていただいたイワナの卵

1，000粒を、各家庭で;7]<の管理をしながら育ててきました。その卵がふ化し、 2crn程の稚魚、

になったため放流することになりました。イワナの育て方を教えていただくなど、これまで

かかわっていただいた城下小学校・竹尾先生の指導のもと、稚魚の入ったノくケツに川の水を

入れ、徐々に川の水に慣らしてから放流しました。

放流後は、各家庭で魚の成長を記録した観察ノートをもとに、結果を模造紙にまとめ、成

果を発表し合いました。

教育委員会では、昨年の夏、親子が千曲川で遊び、水生生物に親しむことなどを目的に、

「占師益」として事業を行い、 15組の家族が参加しました。その活動をする中で、次に川や
かわえんたい

自然に対して何かできることはなし 1かと考え、「河援隊」と命名して、今回、卵のふ化と稚

魚、の放流を行いました。

放流にあたって説明を聞く参加者 2 cm程に成長したイワナの稚魚、

[ 15 ] 12.2. 16 
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2
月
は
長
野
県
有
害
環
境
浄
化
活
動
強
化
月
間
で
す

• 

• 
引
世
紀
の
主
役
に
な
る
青
少
年
に
住
み
よ
い
街
を
・

• 

• 

最
近
の
社
会
状
況
は
、
性
や
暴
力
に
関
す
る

情
報
の
は
ん
濫
に
よ
り
、
成
長
過
程
に
あ
る
青

少
年
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
露
骨
な
性
描
写
の
雑
誌
や
ア
ダ
ル
ト

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
な
ど
(
有
害
図
書
等
)
の
自
動

販
売
機
は
、
県
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
青

少
年
も
容
易
に
入
手
で
き
る
こ
と
か
ら
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
を
阻
害
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

今
、
私
た
ち
大
人
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成

は
大
人
の
責
務
と
し
て
、
も
う
一
度
家
庭
や
地

域
を
見
直
し
、
足
も
と
か
ら
着
実
に
、
青
少
年

に
と
っ
て
の
好
ま
し
い
環
境
。
つ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
月
間
中
、
少
年
補
導
委
員
さ
ん
を
中
心

に
地
域
の
青
少
年
育
成
関
係
者
も
参
加
し
て
、

環
境
チ
ェ
ッ
ク
活
動
や
一
日
補
導
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
と
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
浄
化
活
動
は
地
域
ぐ
る
み
で

私
た
ち
一
人

一
人
が
、
青
少
年
の
問
題
を
、

自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
、
地
域
ぐ

る
み
で
環
境
浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

※
有
害
環
境
の
実
態
を
チ
ェ
ッ
ク

・
有
害
な
環
境
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
は

よ
い
環
境
守
つ
く
り
の
基
本
で
す
。

・
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
の
チ
ェ
ッ
ク

活
動
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

・
活
動
の
結
果
を
様
々
な
方
法
で
地
域
住
民

に
訴
え
、
よ
い
環
境
づ
く
り
へ
の
理
解
と

協
力
を
得
ま
し
ょ
う
。

有
害
自
動
販
売
機
3
な
い
運
動

有
害
自
動
販
売
機
を
設
置
さ
せ
な
い

利
用
し
な
い

放
置
し
な
い

力
を
合
わ
せ
て
有
害
図
書
を
追
放
し
ま
し
ょ
う

与
・
有
害
図
書
を
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い

¢

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

・
勉
強
部
屋
が
子
ど
も
の
た
ま
り
場
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

もや

-
有
害
図
書
を

読
ま
な
い
見
せ
な
い
買
わ
な
い

の
3
な
い
運
動
を
進
め
ま
し
ょ
う

・
有
害
自
動
販
売
機
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
、
な
ど
の
撤
去
活
動
を
進
め
ま

T
レ
よ
切
っ

青
少
年
健
全
育
成
協
力
屈
と
の
連
携
を

強
め
て
好
ま
し
い
環
境
づ
く
り
を

青
少
年
が
頻
繁
に
利
用
し
た
り
、
集
ま
り

ゃ
す
い
庖
舗
等
を
直
接
訪
問
し
て
「
青
少
年

健
全
育
成
協
力
庖
」
と
し
て
の
指
定
を
行
い

ま
す
の
で
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
既
に
協
力
庖
と
し
て
同
意
い
た
だ

い
て
い
る
庖
舗
に
つ
き
ま
し
て
は
引
き
続
き

積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

電
話
相
談

学
校
に
関
す
る
こ
と
、
友
だ
ち
、
体
や
性

の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
、
進
路
の
こ
と
な
ど

1
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
(
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
)

上
田
市
常
磐
城
6
|
3
l
m

上
田
市
教
育
相
談
所
内
固
⑫
8
0
8
0

• 

上
田
市
P
T
A
連
合
会
主
催
の
講
演
会
が
、

1
月

m日
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約

1
2

0
人
の

P
T
A
の
か
た
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
県
立
こ
ど
も
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
科
長
で
、
難
病
疾
患
、
心
身
症
、
不

登
校
、
非
行
等
の
子
ど
も
や
親
へ
の
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
し
て
い
る
降
旗
志
郎
さ
ん
を
迎
え
、

い

の

ち

「
県
立
こ
ど
も
病
院
発
子
ど
も
の
生
命
の
輝

き
と
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
へ
の
応
援
歌
」
と
題

し
て
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
先
生
が
か
か
わ
っ
て
き
た
診
療

の
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
、
子
ど
も
へ
の
接
し
方
、

父
親
・
母
親
が
家
庭
で
心
掛
け
る
こ
と
な
ど
を

分
か
り
ゃ
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
育
て
父
親
と
母
親
の
役
割

上
岡
市
P
T
A
連
合
会

講
演
会
開
催上田市 PTA連合会講演会

12.2.16 [ 16] 



。
た
め
¢
」

同
和
(
人
権
)
問
題
を
考
え
る
講
演
会
開
催

上
田
市
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
、

上
田
市
、
上
田
市
教
育
委
員
会
主
催

の
同
和
(
人
権
)
問
題
を
考
え
る
講

演
会
が

1
月
幻
日
、
中
央
公
民
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
和
教
育
ビ
デ
オ
「
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
結
婚
」
に
出
演
し
た
小
林
健

さ
ん
が
、
自
ら
の
体
験
を
基
に
同
和

小
林
健
さ
ん
の
講
演

人権開題を考える集い
に1

問
題
の
解
決
を
訴
え
ま
し
た
。
ビ
デ

オ
に
実
名
で
出
演
す
る
こ
と
は
、
そ

の
影
響
を
考
え
る
と
ま
さ
に
命
懸
け

で
し
た
が
、
小
林
さ
ん
は
、
同
和
教

育
の
必
要
性
を
訴
え
る
た
め
出
演
を

決
心
さ
れ
ま
し
た
。

お
話
で
は
、
実
際
に
あ
っ
た
事
例

を
示
し
な
が
ら
、

差
別
事
件
に
遭
遇

し
た
と
き
に
は
そ
れ
を
見
過
ご
し
て

し
ま
う
の
で
は
な
く
、
差
別
を
な
く

す
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
女
が
結

婚
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
、
相
手
に

出
身
を
打
ち
明
け
る
ま
で
に
苦
し
い

葛
藤
が
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
彼

が
両
親
を
説
得
し
て
く
れ
た
こ
と
、

同
和
教
育
を
受
け
た
も
の
が
そ
れ
を

実
践
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
さ
れ
、

着
実
に
前
進
す
る
た
め
に
は
同
和
教

育
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
訴

え
ま
し
た
。

大
勢
の
参
加
者
は
、
小
林
さ
ん
が

体
験
を
通
し
て
、
今
は
差
別
す
る
時

代
で
は
な
く
、
人
権
を
大
切
に
す
る

時
代
だ
と
訴
え
た
お
話
に
、
強
く
心

を
打
た
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
様
々

な
機
会
に
行
わ
れ
る
同
和
問
題
や
人

第
ロ
回
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」
展

権
に
関
す
る
研
修
会
等
に
、
皆
さ
ん

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

こ
の
講
演
に
合
わ
せ
て
展
示
室
で

は
、
人
権
と
身
近
な
差
別
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
「
い
の
ち
・
愛
・
人
権
」

展
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
に
対
す
る

家
庭
で
の
人
権
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
や
「
上
田
市
差
別
撤
廃
と
人
権
擁

護
に
関
す
る
条
例
」
、
小
中
学
生
の

人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
標
語
等

の
展
示
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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どんなスポーツが掃きですか1

車
圃合同受付日時・平成12年3月5日(日)午前10時""11時・受付会場・市民体育館

孟 寵露機麟灘糠癒露関態欄醐

軟式 野 球 | 第 2土曜日 9 : 00~12:00 
| 毎週日曜・祝日 9:00~15:00 

I 4 月 ~10月
多種目ちびっ」なんでも |

| 第 2• 4土曜日 10仕:0∞0~11:3叩O 

球 | 通年 毎週土坤瑚曜刷日 14比凶4企ω:舟O川:

通年 第2シ.4土i曜曜日 9任:0∞0~12止:0∞O 
(小学生は1O:00~11:30)

第1・3日曜日 6:30~ 8・00

通年毎週土曜日 15:00~17:00 

4 月 ~11月 l
陸 上 競 技| | 市営陸上競技場

第 2・4土曜日 14:00~16 ・ 00 I 

4 月 ~11月 9 ・ 30~11:30
サ ッ カ ー| |上田高校第二 グラウンド

第l・2・3日|曜日 場合により練習時間の変更あり | 

5 月 ~2 月 |上回会場→市民体育館
ミニバ スケットボール | 十回会場毎週水曜日 18:00~19 ・ 30 I 

塩田会場毎週土曜日 1600~1800 1 塩田会場→中塩田小他

少年硬 式野 球| 通年毎週水曜日 15:00~日 00 |古舟河川敷 グラウ ン ド| 新小川町州生れ)男女
| 毎週土曜日 14:00~18:00 I .-~ '.. ':_. .:: ~ .. -__ _ ， 

上 回 リ ー グ | 毎週日曜・祝日 問__::~2:ÖÖ I (少年野球専用 ) I 中 l 年 (9~3月生れ)~中 3 男子

少年硬式野球!通年 23221 21;こ!?:;;| 日 置 電 機 グ ラ ウ ン ド |新小学 1年生 I 30 I勺5lfLで 3.000
上回南 リ ー グ | 毎週日曜・祝日 9:OO__:: ~2:ÖÖ (専用グラウンド ) I ~中学 1 年生男子 I uV  I小封。。|小3以上 4，500

南 ジ ュ ニ ア|通年 9 ・30~11 ・ 30 0 m1-~ -I<<1i< l -，--:5!: H.:::. '. L" 1 新小学 1・2年 男 子 ' ) " 1 ~ """  1 | | 日置電機人工芝グランド ;~~-~I~ !:!:'. _J:' :~-~J'1.\ 30 I 大 500 I毎月大 1，500 ス ポ ーツ ク ラブ| 第2.4土曜日/第1.3・5日曜日 I 1-l1.ELt:t:!.1J')(J¥._L...<:..，./ ./ ./ '" I (千曲川左岸在住のみ) I uV  I ，.. u V V  I 

道 l通年毎週土曜日 18:30~20:30 市民体育館 柔 道場|新524?2生男女
道 | 通年 毎週土曜日 15:30~17:30 市民体育館 柔 道場 | 新士詳詰生男女

i 新小学 l年生 n('¥ I J. ... 

上堀河川敷 グ ラウ ン ド1J)l I ' J'~~~-;~/.I.-r-r-l _I__ 30 I な し |年大 4，000
| ~中学 3年生男女 UV I '~ ~ I 
|新小学 3年生 r" I 後日、塩田公民館で募集

中塩田小学校グラウンド-'lY1 ' J'~~-::-:; I.I_ J:I=I -_' 50 I 
| ~小学 6年生男子 uv I します。

ム |新小学3・4年生男女→各30名 I@申込多数の場合は抽選
主に菅平スキー場 l 新小学5・6年生男女→若干名 1 17，000 1 年16，000

新小学 2年生 OA  I ___.L_ ..， (H'" I 20 I大 1，000 I毎月 1，500 ~小学 3 年生女子 ~V I " A'vvv I 

新小学 3年生 '''' I .J.- 1 I 50 Iなし|毎月 2，000 ~小学 5年生男女 vv I .~ ~ I 
新小学 3年生 |小学20I '>r¥^" I 

I '，~:~~~ I 3，000 I毎月 1，000 ~中学 2年生男女|中学20I u，VVV  I 
。希望者は電話で申し込んでくださ L、。27-3285(中村)

げ円~ ...ノ l 新小学 I年生 "" I _L  ""̂  ̂ I 
-tY1'J '~ .I~，，"-~-~ ，.1-~_J_ 50 I大 5，000 I年 10，000

内練習場~高校 3 年生男女 uv I " u，VVV  I 

1 通 年 第 2・4土曜日 I .J..+'........ .1， ~ .1.* J_J... -::i::;;:: t，y.~ I新小学 1年生 |小学10I 1 "̂̂  I前期 3，000 
体 操 (器械体操) I ~I:~I~' 1 ~I~~I-.~， -1 ~ n~ .Y~ r7~~'~， ~ 1 " ~ ~ J.. 'eEHO 城下小 学 校体育館'1'JI'J':: .~ ~~ J-I_. FFl--I-.- I ~_~.::~~ I 1，000 I | 14 1時~16時か 15時~17時のどちらか選択 I "7J.o¥j I fJ' -:1-- 'I....x... 1"1'" FJ ~I:t I .-.v中学 3年生男女|中学10I A ，V V V  I後期 3，000 

.7.'....... L~ 'rn 11193 ，.....， 1 1"'" 1"11"¥ 1，..， 1"11'¥市民体育館競技場|新小学 3年生
スポーツチャン パ ラ | 通年毎週土曜日 15:30---17:00 ~:~~~L'~~ tJ

， J.¥t:r :L.， J-̂)..，.:: 
| | 及び勤体トレーニ ング室 ~中学 3 年生男女

I 新小学 l年生
塩田西小学校体育館他 |

| ~小学 6年生男女

|新小学 1年生 l 
市 営相撲場 | | 

| ~中学 3年生男女 |

|新小学 3年生
市内各 グ ラウ ン ド|

| ~小学 6年生女子

上田ゴルフセンター |新小学 4年生

練習場他~高校3 年生男女
|新小学 4年生

上回馬術場(仁 古田) I 
~小学 6 年生男女

卓

食リ

東

南

道ド笠並
※ 豊
※ 川

※ 塩

ソフトテニス
(旧軟式庭球 )

ア

(硬
一 ス

、3
ノ式

少 林寺 拳 法

A 

'" 
気

柔

フ グ ピ

※ 塩田少年野球教 室

ス キ

新 {本

|中 央
ノ〈 レー ト

ボール ，./I 開 お 「
I ・v. ~…一 一

空手道

塩田 ノ〈レーボ ー ル

中目

ソフ トボ ー ル

ゴ jレ

乗

央

通年毎週日曜日 6:30~ 8:00 

上堀河川敷 グラウ ン ド |新小学 l年生

(専用 グ ラウ ン ド) I ~小学 6 年生男女

|幼稚園年中組 "̂ I • 1 "̂" I 上堀河川敷グ ラウンドPýJ ' I ø:~I ::~::/J_ ~"R _I_... 20 1 大 1，000 I毎月大 1，000| ~小学 2年生男女l..IV I '" ..l._，V V V  I 

|新小学 3年生
市民体育館剣 道 場 !

~高校 3 年生男女

，ん.. 川

1;)坂z 

市民体育館剣道場

東小学校体育館

南小学校体育館

神科小学校体育館
豊殿小学校体育館
川西小 学 校体育館
中塩田小学校体育館

古戦場公園コート 〔土)

市営東庭球場 (日)

市民体育館(l2~3月 )

市営西庭球場 (4~ 1l月 )
市営西庭球場 (4~1l月 )
塩田多目的室内運動場 (l2~3月 )

(月)市民体育館剣道場

(金) 11 競技場

勤労者体 育 セン タ ー

及び上回創造館

市民体育館競技場

勤労者体育セ ンター他

上野が丘社会体 育 館

(神科、豊殿小学校と第五

中学校に募集します)
上田勤労者伊吉占、，/:7_

及 び 市 F

宙開匝m蹴臨霜置?華街詞蹄朔

50 I 大 5，000 I毎月大 2，000 

40 1，000 I毎月 1，000 

科
一殿
一西
百

0公民館等で募集しますので、入団

申込みの際、ご確認 くださし、。

第2 ・4土曜日 9:00~12:00 (4~ 1l月 )
毎週日曜日 6:00~ 7・30 (5~10月 )
(冬期土曜日 9:00~12:00 小学生のみ〕

(4~11月 ) 毎土曜日 15:00~ 17 :00 
(4~11月 ) 毎日曜日 6:30~ 8:00 
(12~3月 ) 冬期毎土曜日 13:00~17:00

年女 12，000
~中学 3年生男女

30 I * 1，000 年大 12，000

30 I大 1，000 年大 12，000

神科・豊殿は上野が丘公民館で、

川西・塩田は各公民館で後日募集

します。

新小学 4年生 1 

100 1 なし|年 大 5，000
~中学 3年生男女

新小学 2年生 | 
50 1 女 5，000 1毎月 1，500 

~中学 3年生男女

。電話での受付も可 fi23-8094(三井)

新小学 1年生

~高校 3年生男女
新小学 l年生

~小学 6年生男女

新小学 4年生

~小学 6年生男女

新小学4年生
I 150 I なし

~小学 6年生男女

毎月

小学生 2，500 
中高生 3，500 

年青島 1，000 

年大 5，000

前期 5，000大
後期 5，000 

通年毎週月・金曜日 18:00~ 19:30 

j栄

4 月~ 1 1 月
毎週日曜日 9:00~10:00 

通年毎週日曜日 9:00~12:00 

12月 ~3 月毎週日曜日
(主に冬期10回~12回〉

通年毎週土曜日 14:00~15:30 

通年毎週水曜日 16:00~ 18:00 
毎週土曜日 14 : 00~16:30 

通年 小 学 生→毎週土曜日

中学生→毎週月・水・木・ 金

01時間帯は、それぞれお問い合わせください。

20 3，000 

撲

通 壬'f 初何7写A迎遡週水日lJi曜曜曜日日日
.lO:UU-.l):l:.5U 

1177.0300~~2109::030 0 

4 月 ~11月

第 2・4土曜日 15:00~17:00 

通年毎週日曜日 10:00~ 12:00 

通年第 2・4土曜日 8 : 30~10:30 

通年第 2・4土曜日 9:00~12:00 

50 I大 2，000

50 なし

フ

，馬

30 5，000 I毎月 4，000 

25 なし|毎月 1，000 

30 年実 3，000なし

30 I 大 3，000 年 実 7，000

30 I大 1，000 1毎月 2，000 

50 年 大 800 

30 I大 3，000I毎月 500 

前期
50 I大 5，000 1 

後期

10，000 
10，000 

10 I 大 3，000 I毎月 2，000 

原則として、 各少年団と も定員にな り次第締 め切ります。

大印は、 入団受付 の際納入 して くだ さい。※印は、 公民館 ・指導者が独自に募集するも のです。

お問い合わせ先:上田市スポーツ少年団事務局 窓 27-9400

12.2.16 [ 18] 



市
指
定
文
化
財
に

常
楽
寺
所
有
の
「
絹
本
著
色
綱
敷
天
神
像
」
を

新
た
に
指
定

が
な
い
た
め
、
大
綱
を
代
わ
り
に
用

い
た
と
い
う
『
天
神
記
』
の
逸
話
を

も
と
に
し
て
い
ま
す
。
画
像
は
、
道

真
が
衣
冠
束
帯
の
姿
で
座
り
、
そ
の

下
に
巻
き
上
げ
た
大
綱
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
顔
は
道
真
の

無
念
の
気
持
ち
を
怒
り
の
表
情
で
表

し
、
両
日
を
見
聞
き
、
は
る
か
彼
方

を
見
つ
め
、
歯
を
む
き
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
画
像
の
上
部
に
添
え
ら
れ

た
賛
文
に
は
応
永
ロ
年

(
1
4
0
5

年
)
8
月
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

こ
ろ
の
制
作
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

今
日
に
伝
わ
る

暢
天
神
像
で
は
古
い

苅

m
作
例
に
属
し
貴
重

轍
仙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

艶
淵
今
回
、
市
の
指
定

林
仙
文
化
財
に
な
り
ま

同
制
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、

1
月
定
例
会

に
お
い
て
、
上
田
市
文
化
財
保
護
審

議
会
か
ら
答
申
の
あ
っ
た
「
絹
本
著

し
ょ
く
つ
な
し
き
て
ん
じ
ん
ぞ
う

色
綱
敷
天
神
像
」
を
上
田
市
指
定
文

化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

こ
の
絵
は
、
学
問
の
神
様
と
し
て

有
名
な
菅
原
道
真
を
天
神
と
し
て
描

い
た
も
の
で
す
。
道
真
は
藤
原
時
平

の
策
略
に
よ
り
朝
廷
の
要
職
を
奪
わ

れ
、
九
州
の
太
宰
府
へ
左
遷
さ
れ
ま

す
。
こ
の
絵
は
、
都
か
ら
九
州
へ
向

か
う
船
中
で
体
を
休
め
る
の
に
敷
物

-1月
定
例
会

1
月
日
日
閃
開
催
し
た

1
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

審
議
事
項

上
田
市
指
定
文
化
財
の
指
定
に

つ
い
て

上
田
市
文
化
財
保
護
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
審
議
し
た
結
果
、

常
楽
寺
所
有
の
「
絹
本
著
色
綱
敷

天
神
像
」
を
指
定
し
ま
し
た
。

『上田市誌』
編さんだより⑩

上回から消えた民俗
一水寵の祝い一

市誌編さん室

(固③ 97 4 1 ) 

『
上
田
市
誌
』
民
俗
編
の
第
1
分

冊
「
人
の
一
生
と
社
会
生
活
」
が
、

ま
も
な
く
発
刊
さ
れ
ま
す
。
こ
の
本

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
に
細

か
く
何
回
か
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
の

で
、
簡
単
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

「
人
の
一
生
」
は
、
人
が
生
ま
れ
て

か
ら
死
ぬ
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
冠
婚

葬
祭
な
ど
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
「
社
会
生
活
」
に
つ
い
て

は
、
ム
ラ
自
治
の
仕
組
み
ゃ
共
同
、

ム
ラ
の
中
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
(
集
団
)

な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
社
会
生
活
の
中
で
年

齢
に
よ
る
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
が
、

年
齢
の
最
も
若
い
者
の
集
ま
り
で
あ

る
、
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り
に
つ
い

て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
小
学

校
の
児
童
で
、
こ
れ
に
昔
の
高
等
科

の
人
た
ち
が
加
わ
る
場
合
が
あ
り
ま

す。
上
田
市
の
子
ど
も
た
ち
の
集
ま
り

で
は
、
正
月
の
ド
ン
ド
焼
き
、

2
月

8
日
(
ま
た
は
そ
の
近
く
の
日
曜
日
)

に
行
う
道
祖
神
、

1
月
お
日
も
し
く

は
2
月
か

3
月
の

M
・
お
日
に
行
う

天
神
講
、
こ
の
ほ
か
七
夕
、
子
供
相

撲
、
獅
子
舞
、
ト
l
カ
ン
ヤ
、
稲
荷

さ
ん
の
お
祭
り
な
ど
多
く
の
行
事
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
お
祭
り
や
行
事
は
、
今

行
わ
れ
て
い
る
も
の
や
何
年
か
前
ま

で
行
わ
れ
て
い
て
、
古
老
の
皆
さ
ん

か
ら
お
聞
き
で
き
た
も
の
で
す
。
し

か
し
古
い
記
録
に
載
っ
て
い
て
、
今

は
全
く
伝
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
残

さ
れ
て
い
な
い
行
事
が
あ
り
ま
す
。

世
の
中
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
行
事

や
伝
承
は
、
そ
の
社
会
で
必
要
が
な

く
な
っ
た
り
、
そ
の
行
事
や
伝
承
を

支
持
す
る
人
た
ち
が
、
い
な
く
な
っ

た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に

消
え
て
し
ま
っ
た

行
事
に
、
江
戸
風

俗
画
集
成
(
国
書

戸

刊
行
会
編
)
に
信
州
上
田
水
寵
の
祝

い
が
あ
り
ま
す
。
「
維
新
前
ま
で
信

州
上
田
に
伝
わ
っ
て
い
た
正
月
の
風

習
で
あ
る
。
直
径
4
尺

(
1
・
2
メ
l

水龍の祝い

ト
ル
)
、
深
さ

3
尺
(
卯
セ
ン
チ
)

ほ
ど
の
竹
龍
の
上
に
、
わ
ら
で
作
っ

た
鶴
亀
や
松
竹
な
ど
の
飾
り
を
つ
け
、

正
月
元
旦
に
前
年
嫁
を
め
と
っ
た
家
々

へ
か
つ
ぎ
こ
み
、
花
嫁
に
か
ぶ
せ
る
。

こ
う
す
れ
ば
、
花
嫁
は
実
家
へ
帰

り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
。
鶴
亀
よ
り

も
な
お
長
く
、
幾
万
年
の
後
ま
で
も
、

夫
婦
の
契
り
の
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
、

と
新
婚
夫
婦
の
行
く
末
長
い
幸
せ
を

念
じ
た
。
」
(
山
本
松
谷
画
)
と
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
婚
の
家
へ
子
ど

も
た
ち
が
行
っ
て
祝
う
行
事
は
、
上

田
市
で
は
絶
え
て
久
し
い
で
す
が
、

長
野
県
内
に
は
、
別
な
形
で
今
も
行
っ

て
い
た
り
、
近
年
ま
で
行
っ
て
い
た

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
川
上
村
の
オ
カ
タ
ブ
チ
、

長
野
市
芋
井
・
小
田
切
の
オ
ン
マ
ラ
、

下
高
井
栄
村
箕
作
の
ド
l
ソ
ジ
ン
、

下
伊
那
上
村
の
ゴ
イ
ワ
イ
ボ
ー
な
ど

で
す
。

花
嫁
を
祝
う
上
田
市
の
行
事
が
消

え
て
し
ま
っ
た
の
に
は
、
い
ろ
い
ろ

不
都
合
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う

が
、
今
伝
え
ら
れ
て
い
る
民
俗
行
事

な
ど
も
、
世
の
中
の
変
化
と
と
も
に

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

し
か
し
お
互
い
が
助
け
合
っ
た
り
、

地
域
み
ん
な
の
生
活
を
豊
か
に
し
よ

う
と
し
て
き
た
心
は
、
忘
れ
な
い
で

伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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今月の投稿数
140首、俳句・ 127句

129旬、計・ 396作品

短歌・

川柳・

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 

上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月四日までに投かんしてください。

宮
崎

盛
登
選

馬

場

町

武

井

宏

雄

誤

作

動

の

な

さ

え

朝

の

永

平

寺

表

情

か

へ
ぬ
僧
の
鐘
つ
く

上

常

田

市

川

貞

義

病
む
妻
の
寝
息
静
か
に
整
う
を
聞
き
っ

つ
い
つ
か
ま
ど
ろ
み
に
け
り

下

紺

屋

町

小

島

寛

黒

髪

も

遠

く

な

り

し

ゃ

若

さ

ら

は

羊

ゃ

ぐ
色
に
髪
を
染
め
い
る

同
門
川
口

富

士

山

山

寺

勝

世

越
年
を
無
事
の
り
こ
、
え
し
大
空
に
虹
か

か
り
た
り
今
日
千
年
紀

長

島

井

津

泉

水

暁

雲

に

抱

か

れ

集

う

山

項

の

歌

声

乏

か

山
波
を
越
ゆ

学

海

南

諏

訪

権

一

信
号
を
、
及
り
て
杖
の
人
に
添
い
手
を
上

ぐ
る
児
の
横
顔
や
よ
し

手

塚

柳

町

も

と

子

張
り
か
、
え
し
障
子
に
初
春
の
影
ゆ
れ
て

茶
を
点
つ
る
香
り
ほ
の
か
な
り
け
り

材

木

町

大

谷

文

子

櫛

け

、つ
り
整
へ
ら
れ
し
髪
型
に
初
鏡
の

・
中
お
の
づ
と
微
笑
む

小

牧

宮

島

正

午

前

中

雪

降

り

積

も

り

晴

れ

上

り

響

さ

さ
や
け
さ
ひ
よ
ど
り
の
声

塚

手

池
田

五
郎

一
戸
行
圃
・
上
田
市
(
干
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
n
l
m
)

発
-
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
〒
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
H
)

濡

れ

タ

オ

ル

旅

の

朝

湯

を

そ

の

ま

ま

に

パ
ッ
ク
を
問
く
れ
ば
湯
花
の
香
る

愛

宕

町

中

井

比

奈

江

ざ

わ

め

け

る

師

走

の

街

の

ウ

イ

ン

ド

に

せ
か
せ
か
追
ざ
る
吾
れ
が
写
り
ぬ

下

組

室

賀

文

江

張
り
替
、
え
し
障
子
に
師
走
の
月
冴
え
て

寝
す
ご
し
し
か
と
慌
て
起
き
る
も

築

地

井

上

奈

良

子

小

正

月

年

中

無

休

が

つ

づ

き

い

て

は

る

か
に
笠
む
雪
の
浅
間
嶺

緑

が

丘

津

林

清

司

こ
ん
に
ゃ

く

冬
至
に
は
南
ふ
と
苅
弱
者
…
て
く
れ
し
お

ふ
く
ろ
の
味
今
は
な
つ
か
し

岡

丸

田

俊

雄

若

に

な

り

し

腰

の

曲

り

も

似

合

う

な

り

ひ
こ
ま
ご

位
向
孫
を
抱
く
今
日
の
嬉
し
さ

(
評
)
新
世
紀
に
望
み
を
託
し
、
誤
作
動
を

心
配
し
た
作
品
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。

選
者
詠

雪

暗

く

降

る

大

屋

根

の

雪

お

ろ

す

女

ら

は

ま

と

ふ

赤

き

ス

カ

ー

フ

上

越#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

伊

勢

山

塚

原

滝

の

音

細

め

て

水

柱

太

り

け

り

浦

野

小

林

村

役

の

送

挙

政

く

年

の

暮

大

屋

日

野

和

子

師

走

晴

す

べ

て

の

ガ

ラ

ス

拭

き

に

け

り

下

紺

屋

町

小

島

寛
芳
郎

信
宏

h
-
・
秘
書
課
(
固
⑫
4
1
0
0
岡
③
5
1
1
1
)

編
・
・
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
岡
③
6
7
6
1
)

冬

の

日

や

掘

っ

た

と

こ

ま

で

射

し

て

を

上

常

田

大

森

放
浪
は
夢
の
中
の
み
束
、
日
和

築

地

倉

津

元
日
や
小
鳥
に
越
の
こ
し
ひ
か
り

金

井

深

町

和

子

柚
子
湯
の
中
親
子
の
会
話
弾
み
け
り

材

木

町

大

谷

文

子

辞
書
抜
け
ば
ば
た
ば
た
倒
れ
束
、
夜
史
く

御

所

竹

内

み

さ

お

何
事
も
な
く
二
千
年
明
け
に
け
り

小

泉

木

村

シ

モ

満
月
に
柚
子
湯
上
り
の
香
り
か
な

北

大

手

中

曽

根

和

夫

酌
み
交
わ
し
た
る
ゑ
父
は
な
し
年
の
酒

緑

が

丘

山

寄

淳

代

青

竹

に

椿

偽

り

て

明

け

の

春

千

曲

町

神

原

晴

一

生
き
て
ゐ
る
証
の
年
賀
状
の
あ
り

伊

勢

山

村

田

勝

美

供
え
し
て
農
具
と
と
も
に
年
取
り
ぬ

小

牧

片

岡

て

つ

太
平
洋
越
え
て
孫
よ
り
初
電
話

常

磐

町

白

鳥

つ

な

冬
の
夜
半
長
さ
便
り
で
諭
し
け
り

小

島

中

原

と

く

子

注
連
飾
る
を
常
の
匂
ひ
を
身
に
纏
ひ

松
枝

昭
夫

川
柳

益
子

雀
‘8'e 

1き

下

青

木

関

菊

焚

い

て

香

り

の

な

か

の

弱

の

夢

分

去

山

本

セ

ツ

探
し
物
ば
か
り
し
て
い
て
年
暮
る
る

保

野

清

水

ゆ

き

子

お
天
気
が
、
氏
く
て
休
日
忙
し
い

日
骨
凶
凹

12.2.16 [20 ] 

林
平

下

紺

屋

町

小

島

寛

逃

げ

る

わ

け

じ

ゃ

な

い

が

と

言

っ

て

逃

げ
て
い
る

上

川

原

柳

町

北

村

幸

福

が

写

真

で

届

く

年

賀

状

中

野

竹

内

川
泣
き
笑
い
え
婚
茶
碗
の
小
さ
い
傷

下

組

大

森

典

子

朝
の
道
小
石
一
つ
も
影
を
持
ち

西

脇

中

沢

希

余

元
旦
に
母
エ
プ
ロ
ン
を
掛
け
た
ま
ま

上

常

田

関

礼

子

今
日
も
又
老
夫
と
比
図
で
旅
を
す
る

新

田

小

林

郁

二
朗

賀
状
よ
り
先
に
本
人
現
わ
れ
る

笹

井

小

市

修

一

糠
に
釘
わ
か
っ
て
い
て
も
打
ち
つ
ゾ
け

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

二

0
0
0年
歩

む

レ

l
ル
を
磨
い
て
る

(
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